





年発行）である。3 枚ともに施政 20 年を過ぎた植民地
都市・京城の全体を描いた色刷りの図である。それぞれ



































心部と龍山部の 2 枚からなり、1 枚のサイズはタテ
80cm、ヨコ 105cm と大きい。このほかに、さらに地








25 周年を記念して 1936 年に朝鮮新聞社から発行され






















































そ 12 万戸であり、このうち 4 軒に 1 軒を日本人住宅が
占めるまでになっていた。
現在、われわれ研究チームはこの「大京城府大観」
を対象に、その制作方法、構図、構成要素、また先に上
げた日本人朝鮮の境界や住み分けについてさらに詳細
な分析を行い、当時のソウルの都市景観の特徴等につい
ての考察を続けている。
実は「大京城府大観」地図はこれまでごく少数の人
達にしか、その存在が知られていなかった。もちろん
2006 年刊行の『ソウル地図』にも掲載されていない。
筆者がその存在を初めて知ったのは、2011 年の「異邦
人の瞬間捕捉―京城・1930」展を、ソウルに続いて東京・
横浜で開催したときのことであり、来館された京城生ま
れの来場者から偶然に教わったのである。その後も奇縁
に導かれるようにその希少な地図を入手することがで
き、2015 年にソウル歴史博物館から一冊の本として刊
行し、日本の図書館や研究機関にも寄贈した。こうした
